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おける胸膜の組織像、免疫染色による細胞の増殖の程
度を相対的に評価する。さらに強度の相対的評価も追
加予定である。
【結果】PRPによる早期の肺痩閉鎖は可能であった。
28日後PRPモデルは毛細血管が豊富であり、組織増
殖の部分も豊富であった。
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　十二指増熱門脈（preduodenal　portal　vein，　PDPV）
は、非常にまれな奇形であり、腸回転異常や、内臓逆
位、十二指腸・膵臓の奇形などを合併することが多い
（25－74％）。今回、PDPVに、十二指腸前総胆管・娘心
動脈を合併した極めてまれな剖検症例を報告し、解剖
体の肉眼的な観察所見と、免疫染色化学法による膵臓
の発生学的な由来を追跡した。
　症例は金沢大学2003年度の解剖学実習体である
（75歳男性、インフルエンザで死亡）。胸・腹部臓器は
全体的に正常例の鏡像配置を呈していたが、十二指腸
水平部は短く、トライツ靭帯は欠如していた。小腸と
大腸はそれぞれ腹腔の左側と右側に配置していた。膵
臓は短く、膵尾部と膵体部の大部分が欠如する形態で
あった。膵臓の前下方に高密度のPancreatic　poly－
peptide細胞の分布が検出され、その他の部分には検
出されなかった。不規則形な2葉脾臓と副脾も観察さ
れた。門脈、総胆管と総肝動脈と共に、十二指腸・膵
臓の腹側を通過していた。Ladd靱帯や、十二指腸の圧
迫・狭窄は認められなかった。総肝動脈は上腸間膜動
脈より分岐し、脾動脈と左胃動脈の共通幹（腹腔動脈
に相当する）が認められた。その他、腎臓の脈管分岐
の破格もあり、胆管系閉鎖や、輪状膵、横隔膜ヘルニ
ア、下大静脈欠損など異常は認められなかった。
　本症例は全内臓逆位をはじめ、多発の奇形を合併し
ていたほか、とくに興味深いのは膵臓の稀な異常で
あった。膵体尾部を欠損した残膵の前下方に豊富な
PP細胞を含有し、ほかの部分はPP細胞が検出されな
かったことにより、短膵の前後、即ち腹側・背側膵は
倒置していることが判明した。また、本例は極めて稀
な異常である十二指腸前肝十二指腸詰膜も認められ、
深さ順では門脈一総胆管一冠動脈の配列であり、臨床医
にとっても承知すべき重要な症例であるといえよう。
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　We　established　an　experimental　animal　model　to
investigate　the　infiuence　of　surgical　operation　and　the
surgical　operation　opportune　on　growth　of　malignant
tumor　and　metastasis，
Materials：　4－week－old　C57BL／6N　male　mice
　　　　　The　cell　line　of　Lewis　lung　carcinoma
　　　　　（3LLc）
Methods：
　In　experiment　1：　The　3LLc　were　implanted　to　the　left
foot　of　mice　according　to　the　A，　B，　C，　D　groups　（1×
105）　and　E，F，G，H　groups　（1×106）　respectively．　All　of
mice　were　killed　to　observe　lung　metastasis　and　periph－
eral　blood　analysis　on　day　7，　11，　14，　17，　21　day　after　im－
plantation　respectively．
　In　experiment　2：　The　3LLc　（1　×　105）　were　implanted
to　the　left　foot　of　mice　（A，　B，　C　group），　and　at　7　days
after　implantation，　the　B　group　underwent　surgical　resec－
tion　of　the　leg　implanted　tumour，　C　group　underwent
surgical　resection　of　the　leg　of　opposite　side　under
general　anaesthaesia．　On　the　l　l　day　after　implantation，
all　of　mice　were　killed　to　observed　the　lung　metastasis
and　check　the　peripheral　blood．
Results　：
　Experiment　1：Under　the　naked　eye，　the　earliest
nodule　was　observed　in　the　surface　of　the　lung　at　No．　17
day　after　implantation　in　the　mice　implanted　1×　105　cell，
but　in　the　1×　106，　which　was　observed　at　the　No．　14　day．
But　under　the　microscope，　the　earliest　lung　metastasis
had　been　observed　on　the　14th　day　after　implantation　in
1×105，　on　the　7th　day　in　1×106　group．
　Experiment　2：　We　found　that　there　not　any　evidence
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